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酢
絶
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
ふ
。

第
一
段
階

二
作
ご
本
ロ
の
校
伴

Jmを
そ
れ
ぞ
れ
じ
ぺ
心
に
削
減

f
ゐ

＼ノ

付
制
条
約
を
交
渉
し

ハノ

／＼ 

ノ

八
午
ま
で
に
版
／
什
）
、
多
判
山
六
人
必
を
f

円前ー一ヲァペ

第

段
階

〉
八
』
主
的
の
核
兵
お
い
い
の
凍
結
を
，
間
続
亡
、

んリ
J

、ノ
3
リ
ル
内
子

L

、

官

o
f
l
J

本
日
は
そ
れ
ぞ
れ
瓦

C
C
に
削
減
［
、

／ヘ
j 

LIJ 

m
d
巨
は
比
例
1
J
て
削
川
内
J
q
る

ハ
ま
ご
↑
隠
行
〕

〔、，

第
二
段
階

〆＼

lノ

}L 

lノ

』
c, 

ハ
一
二
心
ρ

ま
で
に
同
一
共
認
を
ゼ
口
と
す
る
た
め
、
段
鉛
的
で
検
誕
ミ
札
た
比
例
的
な

H
4
U
V
ヘ
〉
ミ
ノ
、

河
川
川

v
d
J
U

品
川
県
川
的
て
ロ
協
定
hr
六
人
泌
す
／
凶

山
岳
匹
段
階
（

三一

O
h
ま
で
に
絞
兵
存
を
ゼ
円
以
と
す
る
J

語
、
段
階
的

比
例
L

川
な

（
ソ
二
出

ソ

ハ

ホ

解
体
売
品
川
ィ
江
口
、
匂
げ
日
的
段
位
・
強
制
制
烹
争
相
続

t
フ匂一
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平
和
一
川
長
余
誌
の
短
r孔

位
界

h
fノリ
1

向
上
の

m・Mm冶円以の刈
1

川
口
ひ
以
上
の
都
市
が
紅
附
J

J

て
い
る
平
利
市
長
会
ぷ
は
、

ハ

。
年
主
で
一
い
y
h
R
R
H
川山地

を
目
指
す
1

ハν
J
一
ン
ゴ
ン

（
牧
民
協
品
川
絶
カ
た
の
の
緊
急
行
対
こ
を
世
界
的
に
民
朝
し
て
い
る
u

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
均
は

／＼ 

l

f
ミ
ピ

こしに、

小
／
己
通
約
付
刊
一
心
〈
総
数
川
条
約
に
向
け
た
だ
尖
質
的
交
渉
を
即
時
に
開
始

ミE
T 

ル

あ

五
イTて

・r・ 

th 
「下

訟
で全

止
条

約
：ど了

督1
I~ 

心

J
q
ブ
心
岳
、
と
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生
つ
二
ハ
〉
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ま
で
に
物
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的
に
す
べ
ず
の
校
f
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発
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環
ど
午
、
ハ
ノ
ヘ
パ
）
八
年
川
円
、
校
日
ハ
然
出
絶
に
向
け
て
与
川
政
府
等
が
道
↓
ー
す
べ
主
プ
ロ
セ

λ
や
定
め
三

1

ピ
口

J
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・
J
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L

万
止
「
キ
主
一
ん
疋
昨
吉
一
千
円
九
一
点
l
v
ナ』（

L
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1
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止、
1
1
1
 
核
兵
掃
の
取
持
ヤ
配
備
な
と
の
却
問
の
付
司
、

枝
氏
話
凶
店
仙
刊
の
た
め
の
誠
実
な
十
入
札
市
内
向

始
、
↓
コ

の
夜
組
お
よ
び
サ
庄

れ
ム
一
ま
で
に
校
兵
器
の
以
辺
や
配
舗
な
こ
を
禁
止
す
る
条
約
の
的
結
、

こ
り
こ
っ
守
ま
で

川
堤
防
、
発
射
な
ど
の
ン
ス
テ
ム
ヨ
足
止
を
達
成
す
る
と
い
う
道
筋
を
－
小

L
て
い

4 

o
c一
午
可
J
P
1
再
訪
引
司
会
ぷ

伐
庁
パ
器
会
止
条
約
の
開
度
比
二
円
ノ
＼
ノ
円
i
N
p
f円
軌
討
会
長
に
い
お
じ

J

F

や

〉

J

P

ミ

／
t
オ
／
ヂ
ハ
カ

：i
z
l
え一一、可子、，、

z
d
t
Z
4
Lあ
い
一
門
〆
旬
4
m
d
L弓
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J
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H
1
1
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い
世
貯
の

um求
が
広
く
議
出
山
市
芦
れ
ド
知
的
た

v
p
zニ
ピ
あ
り
、
ま
た
凶
同
一
平
湾
総
合
川
崎
一
だ
が
咋
μ

リ
主
hbhん
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
？
ゐ

[Ci] 

聡
of 

こ
の
弐
設
に
お
い
亡
、
一
枚
仁
川
ハ
語
い
也
市
止
条
約
を
九
日

ι、
特
d

疋
の
ヰ
間
的
枠
矧
み
を
も
っ
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の
具

遅
滞
な
く
合
主
オ
べ
え
で
あ
る
」
と
主
張
？
え

M
V
山
m
m
M
F
J
Vに
色
む
核
需
耐
に
山
間
す
ふ
行
動
J
跡一仁、

。
サ
五
年
ま
で
に

一
段
階
で
核

長
器
b

w吋
棄
す
心
一
校
Lπ
器
廃
奈
の
た
め
の

と
返
す
る
rん
芦
を
提
け
I
、ー

校
兵
器
u
祭
「
条
約
の
た
め
の
父

の
、
た
め
の

慢
を
閑
r附

す

る

ご

と

を

広

L
た
r

こ
の
提
案
に
は
、
品
川
限
措
い
刊
の
み
な
ら
ず
、
ス

f
ス、

方
、
ス
ト
い
7

ノ
ル
xソ
可
九
私
Y
J
m
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三
笠
一
武
明
ー
｝
た
、

山
中
国
を
除
：
市
兵
枠
外
は

え
こ
え
ば
ぷ
司
げ
は

般
的
に
？
」
円
考
え
仁
反
対
さ
あ
り

「
町
民
待
世
一
江
J

汀
条
約
ま
た
は
計
定
の
品
同
国

そ
の
い
し
L

併
に
伺
告
し
舟
な
い
口

そ
れ
は
近
い
将
米
い
達
成
で
さ
な
い
し

我
々
の
と
る
ス
ア
ツ

の
タ
イ
ム
寸

1
7
凡
に
う
い
て
は

7
・
パ
ノ
。
ス
フ
y
ィ
ノ
の
明
史
的
な
代
替
と
は
な
り
え
な
い
し
ζ

反
対
を
j
叫
叫
し
し
い
る

会
長
の
最
終
丈
主
口
に
お
川
ぐ
は
、
一
付
対
川
剛
山

日
核
兵
器
の
中
結

の
山
ト
お
い

L

す
べ
て
の
刊
は
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
達

成
・
山
花
持
に
必
裂
な
枠
制
み
を
は
号
す
る
努
刀
の
必
要
を
碍
古
川
刊
寸
ゐ
ー
と
い
う
ー
ん
向
心
役
じ
、
会
ぷ
は
将
兵
凶
Y
M
禁

H
条
約
に
間

7
る
六
人
将
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の
般
討
を
提
案
u

て
い
る
国
連
守
務
記
長
の
立
主
ド
ロ
提
案
に
、
辻
ー
す
る
と
い
う
形
で
一
書
止
が
な

3
れ
た
こ
れ
は
こ
の
つ
り
’
寸
九
円
台
に

は
今
ハ
ま
れ
て
い
な
い
新
丈
な
造
成
で
あ
リ
、

N
P
I
一
円
検
討
さ
晴
の
辰
終
士
一
u
h
u
J

柊
兵
部
民
生
糸
約
に
初
め
て
弓
R
A

に
も
も
の
で
あ
る
〉

U
A
リ

μり3
 
3
 

ワ
d学、心ト人J克

明
ぬ

hm
一vrt主
の
士
一
一
ー
は
な

τ
の
と
お
り
で
あ
る

rn 

会
ぷ
は
、
す
ベ
ご
河
川
刊
行
ハ
捺
同
が
具
体
川
山
市
的
努
力
を
／
七
、
つ
二
と
を
ま
請
し
、
す
、
へ
と
の
出
川
は
埼
兵
慌
の
な
い
世
界
を
主
成
し

維
持
す
る
h
J
め

γ
必
更
な
枠
組
み
を
設

υ
す
る
山
河
川
の
守
h
リ
を
な
す
必
支
が
あ
る
こ
と
を
依
刊
誌
ず
る
U

ん
山
訟
は
、
特
に
い
沌
h
u
な
検
副

シ
ス
テ
ム
に
支
え
ら
れ
七
校
一
江
田
問
決
止
条
約
ま
七
は
目
別
で
川
町
与
に
補
強
す
る
f
d

入
芹
の
枠
組
み
に
均
一

1hv台
意
い
刈
tF
る
交
が
り
検

討
を
従
業
じ
て
い
る
医
持
事
務
総
氏
の
牧
草
枕
に
関
F
F
る
ん
旧
J

汀
捉
案
に
、
ム
仏
国
す
る

さ
る
に
、
再
検
討
会
誌
の
ぷ
」
去
の
責

rに
よ
り
住
い
戊
さ
れ
た
J
H
仲
介
、
主
主
回
の
一
－
円
検
討
の
部
分
に
お
い
て
、

会
談
山
川
、
枝
川
半
紙
プ

円
七
り
ん
の
最
後
の
段
附
お
よ
む
他
の
院
連
し
た
叫
畑
山
巴
弘
、
合
資
さ
れ
た
法
的
枠
組
み
の
中
で
出
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

多
数
内
国
は
プ
ゲ
れ
は
特
F

乙
さ
恥
た
タ

f
ム
ラ
イ
ン
を
含
む
べ
き
で
あ
る
と
寺
、
工
た

t
〆足、へ
a
J

れ

τい
る
J

こ
の
部
p

げ
ん
に
は
コ
ン
？
？
一
ン

サ
ノ
ス
ば
ロ
ハ
川
、
コ
れ
な
か
f

J

J

人が

多円以川
W
Hは
将
逗
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
J
Y
J
D

〆
た
材
料
兵
誌
林
市
川
一
条
約
を
支
村
、
三
～
い
へ
ん
こ
し
y↓

、、
J
r
i

k

，iιr
一

,, 
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に
対
す
る
寺
川
の
結
べ
唆

ニ
ワ
二
咋
〔
－
r
H
W
五
、
出
品
叱
絶
問
凶
際
キ
ヤ
／
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i
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I
C
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に
よ
、
仁
村
γ
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さ
れ
た
「
伐

R
5
f
H条
約
に
り
け

L～ 

へ
の
政
均
の
止
湯
の
ガ
ノ
ー
ト

い
よ
る
と
、
そ
れ
は
げ
古
田
の
国
連
総
会
え
誌
へ
の
投
票
並
区
ぷ
よ
び
公
式
の
古

け
ー
を
怠
践
に
げ
に
け
此
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
》
が

叫
松
井
器
禁
止
条
内
に
賛
成
す
る
日
刊
が

川
円
六

と
ち
ら
と
も
↓
n
え
な
い
日
が
二
、
反
対

民
が
六
と
な
っ
て
い
る



本
国
、

口、ン
v
、
英
国
、

イ
ス
弓
エ
ル
お
r
o
日
い
多
く
の

N
A
T
O諸
国
が
筏
民
器
禁
ム
条
約
に
以
対
し
て
い
る
が
、

プ
ラ
ン
マ
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、

－
T
O品
叶
内
十
で
も
カ
ナ
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、

ド
イ
ソ
、

寸ヂ

、

E
h
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に
7
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ス
ト
ヲ
パ
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、
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、
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ケ
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ア

4
7
、

7
f
ス一ソ、
J
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L

M

V

T

、

ャ
ι

F

V

国
は
ど
ち
ら
て
も
言
え
主
い
国
ど
な
一
円
え
い
る
η

枝
兵
器
軒
パ
ヂ
何
〕
て
い
今
川
川
け
の
う
ち
中
目
、

イ
ン
ド
、
パ
セ
ゴ
ス
タ
ン
、

n
v
k
的
叫
は
条

約
を
去
持

L
て
お
N

v
n
A
T
り

か

ら

は
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ル

ウ

の

み
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昔
y

収
し
て
い
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よ
う
に
、

支
7
ぐ

は

汗

だ

よ

］
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ご
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A
H
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L
戸

l
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カ
な
り
の
旧
作
史
的
背
景
も
あ
ハ
リ
、

川
凶
舵

V
J
G
O
に
よ
る
モ
デ
ル
条
約

ι提
山
さ
れ

し
l、
る

え
ら
に
オ
ハ
マ
れ
ん
続
料
や
パ
ノ
・
ピ
ム
ン
沼
山
茂
市
上
務
総
決
な
ど
に
よ
り
そ
の
方
FR叫
が
珂
確
に
市
さ
れ
て
お
り

日
制
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し
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し

一、は
U
句
、
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け
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ら
れ
て
L
る
c
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1

J

i

F

、

1
L
ナ
f
h
I
刀
J

旬
、

こ
の
日
地
を
ど
の
よ
う
に
災
花
し
て
い
く
か
が
今
後
の
八
主
右
足
掻
と
な
っ
て
い

マ
ノ、
でν

人
道
的
絞
軍
縮

（」

（ハ
J
T
X
P
ム
再
般
討
会
設

「
枝
氏
誌
の
～
川
叫
ん
嚇
ま
え
は
淡
町
の
合
法
性
」
に
悶
す
る
一
九
九
ハ
年
の
r
＋
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の
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台
的
意
l
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、
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に
お
い
て
「
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め
～
ば
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武
力
持
争
に
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席
川
叶
詑
な
ヨ
際
法
の
店
別

特
じ
ヨ
際
人
治
法
の
県
別
I
r

荒
川
に

般
的

L
透
以
す
る
て
あ
ろ

,, 
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そ
の
部
内
ピ
し
て
、
「
武
力
紛
主
に
適
用
可
能
な
法
の
周
到
お
J
ぴ
境
刑
法
、
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一いよ
A
V
敵
汁
行
為
を
多
く
の
取
治

な
要
件
i
h
iわ
せ
仁
い
る
ぺ

L
同
兵
尽
の
ム
二
兵
／
な
特
僚
か
3
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し
て
、

ほ
と
ん
ど
山
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で
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な
い
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戸
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三
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と
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尊

市
に
心
い
て

で
は
枝
記
閉
総
の
人
泣
ぬ
川
内
川
が
ぶ
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

二
C
C
r
T
の
会
一
設
に
お
い
て
、

ス
r
ス
の
外
務
大
目
は
、
一
村
山
崎
争
は
わ
れ
わ
れ
大
通
の
人
訴
の
生
y

ち
て
の
も
の
に
丸
山
υ
威
を
！
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る
の
？
、
ム
ぃ
l

張
さ
れ
て
い
る
防
衛
の
動
機
の
け
当
恒
に
か
か
わ
ら
ゲ
、

牧
民
料
の
切
日
の
正
当
性
に
闘
す

yZ附
人
閣
を
詞
始
」
ヲ
ミ
セ
で
あ

フ
心
一
阜
寸
前
お
よ
び
法
的
考
慮
い
加
え
亡
、

ス
イ
ス
の
巨
的
は
咲
軍
縮
に
田
川
？
ヲ
ム
ω
玩
仕
の
ふ
論
の
市
レ
ド
人
近
的
側
山
を
品
川
川
ち
込
J
h
こ

こ
で
あ
る
一
J

尖
際
、
と
の
川
町
川
い
で
同
門
家
の
権
利
は
人
類
何

に
A
m
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
質
問
を
す
る
こ
と
が
必
決

C

出
疋
事
務
総
長
が
た
案

L
C
い
人
で
で
つ
な
新
た
な
条
約
と
い
う
手
段
に

E
〉
て
埼
兵
株
会
兵
法
化
し
な
け
れ
ば

な
り
＆
い
一
と
泌
ベ
、
訪
日
軍
総
の
八
円
出
前
ア
ブ
ロ
手
を
提
案
し
た
f

あ
る
。
長
期
的
に
は
、

こ
れ
に
刻

L
亡
、
主
人
間
と
フ
ラ
J

ス
が
反
刈
の
む
見
世
述
べ
た
が
、
一
弘
一
川
お
よ
び
－
プ
T

／
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
非
核
一
江
m
－
批
判
い
か
ス
r

ス
松
本
を
強
く
支
持
す
る
自
国
心
を
表
明
し
た
た
め
、
会
一
誌
で
こ
の
気
回
の

開
始
メ
れ
た
〈

会
主
伎
の
忌
品
、
文
書
で
は
、
一
」
の
間
足
は
料
収
平
総
の
で
八
原
則
レ
一
汁
約

の

vc以
上
の
よ
う
に
初
一
止
さ
れ
て
い
る
「

γ 

ム
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川
町
山
凶

の

u
か
な
る
使
明
か
ら
も
生
じ
る
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政
的
な
人
道
的
影
響
に
涼
い
懸
念
を
表
町
し
、

す
べ
て
の
川
ム
コ
一
円
山
市
川
人

辺
ァ
山
を
ん
パ
f
u
、
叫
胤
可
能
な
悶
ほ
九
十
叫
を
常
に
い
刊
一
j
f
る
必
要
件
を
L
八時

d
f
る

｝
の
山
川
崎
疋
の
解
釈
に
つ
い
？
に

九
九
六
／
干
の
勧
告
的
立
見
は
い
松
一
ハ
川
＃
の
使
弓
は

cl生

（
問
先
片
足

dR一一て

に
国
際
人
道
い
に
注
以

す
る
と

ν
と
い
た
が

。
一
口
キ
会
議
一
り
最
終
人
さ
は

し
！
刊

N
A
Tゐ

に
も
淡
い
懸
か
を
十
衣
明
ー
ν
、
開
際
法
を
唱
に

戸内
F
N

］
｝
ご
円
々
丹
、
高
市
］
す
べ
き
こ
と
を
件
縫
認
コ
に
い
る
の
と
、

一一

ιハ
山
閉
め
い
L

か
な
る
質
問
ち
常
い
違
法
で
あ
る
こ
と
を
時
認
し
一
、
い

る
と
い
う
μ
旬
、
え
が
牛
ド
了
、
い
る
つ

と
と
え
ば
、
中
堅
山
門
家
構
想
（

U
p
i）

は
、
再
検
引
会
議
が
川
内
際
人
進
法
（

I
H
L）

の
河
川
引
に
言
及
し
た
こ
と
は
重
悼
と
あ
ゐ

と
述
べ
つ
つ

役
り
が
可
一

n
r
7

口
ト
ド
ス
山
一
と
責
任
の
あ
る

X
P
T
の
約
点
、
と

L
C

「
第
一
に

x
p
r中
」
事
問
は

m
K
廿
い
刈
し
て
人
山
県
止
を
湛
？
J
q
b
と
い
、
つ
現
止
の
義
務
官
引
き
久
ノ
け
た
、
第

ト
、
会
長
が

刊
ザ
イ
ャ
す
ん
片
山
女
百
と

人
治
法
キ
」

由
接
結
叩
J
f
J

け
て
杓
兵
鮮
の

3

い
か
ム
主
る

使
用
の
壊
滅
的
な
人
道
針
む
専
問
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、

料
収
止
ハ
中
山
の
使
用
は
あ
ら
ゆ
る

ir!:Uにぷ学｝位 l日320) I "12 〆.ZilJ:l. : .I 



ヘ
μ

状
況
ご
進
法
で
あ
る
こ
こ
を
暗
に
意
味
す
る
一

ζ

述
べ
て
い
る
c

九
ノ

布

」

7
1際
委
員
去
の
民
臥

け
取
近
い
な
ウ
て
削
除
訂
ん
山
が
川
い
い
半
続
へ
の
へ
道
均
ア
ブ
ロ

i
下
手
一
強
化
し
ご
い
る
の
じ
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
が
、
亦
字
同
際

委
員
会
（
T
じ
R
C」

の
佐
川
出
の
川
戸
川
二
ひ
じ
に
、
赤

m
j
N除
去
員
会
総
決
の
ヤ
「

で
あ
る
“

c

f

J

年
V
J
F
T

プ
・
ケ
レ
〆
ベ
ル
汗
ー
が
ん
忙
L
ユ
不

l
プ
の
名
付
い
外
ー
父
田
の
凶
ヮ
公
式
J
M
出
認
を
行
い

川
刊
際
司
法
裁
判
所
内
半
実
訟
ぺ
止
に

m
ら
せ
ば

I
C
E
C
は
牧
止
（
慌
の
い
か
な
る
使
刑
も
h
F
待
人
道
法
い
ム
rfス
オ
ゐ
ー
と
み
な
す
こ
と
は
川
出
雑
で
あ
る
と
考
、
ヴ
ム
る
し
た
が
っ
て
す
〆

べ
て
の
臣
家
に
刻
し
て
、
核
兵
器
は
、
使
矧
の
九
法
性
に
対
す
る
け
ん
鮮
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
度
l
y

情
刑
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
再

確
認
す
る
干
）
と
を

ι請
す
る

I
C
R
じ
の
児
所
円
よ
れ
い
、
伐
一
上
九
器
使
川
の
防
止
に
は
、
仕
的
拘
点
力
を
も
う
一
円
際
条
約
↑

ょ
う
一
九
州
い
正
日
必
ム
ゲ
芯
小
忙

る
こ
と
を
司
標
と

L
f交
什
仰
を
追
求
十
る
と
い
う
現
存
の
友
拐
の

J
L逐
r小
可
欠
で
あ
る
d

校L需のないIU：デii ~： :ijjけt

,, 

も
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共
通
の
人
、
耐
性
に
抗
戦
J

、
悶
際
人
記
浅
の
最
も
苓
不
問
主
原
則
を
疑
問
団
川
下
二
人
軒
耐
の
継
続
的
存
有
宇
一
脅
か
す
よ
う
な
校
兵
υ一昨

の
恐
ろ
し
い
効
一
正
仁
道
徳
的
に
r
日
関
心
に
右
る
こ
こ
は
決
し
て
持
さ
れ
な
ど
と
川
町
、

赤
一
山
十
叶
際
会
員
九
4
M
V
校
兵
器
の
人
治
的
側
面
に
淘
L
、
こ
の
よ
う
な
明
砕
な
メ
／
七
、
ン
を
た
川
し
、

一
夜
止
ハ
川
百
州
出
止
条
約
の
交
法

や
要
請
す
る
の
は
き
わ
め
て
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る

－
）
れ
と
は
異
な
る
側
面
で
あ
る
が
、
対
人
地
雷
悼
一
川
1

刊
条
約
お
よ
び
ク
ラ
ス
タ
i
卯

条
約
が
、
軍
川
市
治
理
の
観
点
前
ず
ら
と
い
う
上
り
も
人
道
内
な
知
山
…
か
ら
モ
レ
「
し
7
父
渉
三
一
れ
、
条
約
を
成
山
長
仁
成
4
V
さ
せ
た

絞
軍
縮
を
入
門
出
前
側
面
か
り
一
抗
議
一
？
ゐ
大
き
な
有
JAqと
な
っ
て
い
る
巳

、
、一

月
に
、

い
い
符
十
ル
ハ
i
－
亦
法
九
一
川
一
足
引
，
代
表
省
九
一
日
款
は
、
防
伏
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
の
条
件
を
剤
設
す
る

午

三一一コこ
：b
】
九
、

と
ハ
也
、
っ
努
川
日
ぶ
い
て
、
紋
ふ
わ
が
町
r
h～
的
な
お
よ
び
重
要
な
没
訴
を
持
っ
て
い
る
J
ぼ
伝
1
、
ー
牧
民
器
泌
総
に
rh
か
つ
て
品
一
む
」
と



し、

決
議
に
は

T
じ
R
じ
こ
二
一
方
向
の
赤
字

E
T羽
月
一
一
が
日
ハ
一
同
提
案
糾

y

な
っ
て
い
る
σ

そ
の
と
裂
な
内

待りリ寄稿

行
以
以
「
の
通
リ

(], 

の
伎
町
に
E
る
私
用
小
も
、
づ
行
い
J

知
れ
な
い
波
立
を
も
た
h
す
F
J
と
い
ん
子
恕
さ
れ
る
こ
と
、

、、
4

J

L
？ワ手
h
l

？
し
こ

J
「
F
3
J

1
t
t
i
fメ
ゴ
」

分
会
人

ltH珂
刈
心
能
力
、
が
市
め
で
あ
る
一
と
、

お
よ
び
以
民
民
使
川
巾
を
口
f

汁
す
る
ご
レ
の
絶
外
的
な
緊
急
性
が
あ
，
ゼ
一
こ
を
強
調

ー
“
心
巳

,2 

い
知
人
道
法
の
一
一
川
、

L
了
川
川
和
平
判
お
よ
び
均
広
什
の
区
別
い
合
致
す
ん
v

と
み
な

絞
一
元
器
の
い
小
な
る
品
川
市
も
、

T
J
H
U
1、

t
1
1
l
h
L
J
 

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
M
J
q
令
。

す
べ
て
の
同
〈
♂
に
刻
し
て
、
以
上
の
こ
と
を
訴
え
る
、

"'' 

核
兵
お
は
、
使
用
の
丘
一
一
以
性
山
開
門
す
る
見
併
に
か
か
わ
ら
ず
、

出
と
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
依
託
す
る
こ
レ
ー

,b, 

M
2
fす
る
誓
約
と
悶
絞
ぷ
務
に
基
f
J

き
、
民
的
制
民
々
を
も
っ
間
際
条
約
に
よ
っ
て
、

核
兵
掃
の
能
川
廿
、
仕
上
y

完
全
出
〆
焚
を

U
析
す
誠
実
で
緊
急
で
断
何
？
る
父
渉
か
追
求
て
へ
い
立
す
る
こ
と
え
市
K
L
R

に
す
る

：C
R
じ
に
す
き
、
献
以
外
に
霊
山
な
も
の
ζ

し
て
、

月
の
「
パ
ン
ク
7

パ
市
戸
一
什
日
将
兵
γ什
の
士
い
昔

CJ 

年

に
達
成
す
る
こ
と
や
求
め
る
汁
、
の
要
請
一
が
あ
る
つ
F

」
礼
は

T
じ
ー
の
一
元
日
2
2

－
な
ど
昔
名
な
法
律
訴
が
一
？

υ
と
な
っ
し
事
ち
さ
れ
人
J

も

σ〉

国
際
人
浴
日
仏
の
ヰ
パ
机
な
分

F
か
ら
十
い
1

兵
仰
は
国
際
人
選
法
乙
詞

JVLな
い
と
述
べ

「
給
対
白
川
一
レ

－
C
u所
広
は
核
兵
器
Jγ

眠

L

！，手，－ぷ

H
Pハ半
L
｝
叫
ん

「
絶
対
応

に
は
絶
対
均
な
川
市
汁
一
刀
必
長
一
ぐ
あ
る
と
結
論
し
て
い

勺
〈〉

村
山
単
結
の
人
道
的
次
出

,, 
、ノ

九
九
N
P
E
何
般
討
会
ぶ
の
が
め
一
回
キ
偽
ー
を
い
は
会
が

τ巳7

co 

ル
月
以
斗
サ
ヘ
町
二
元
日
、
i
f
i

F
i
－

－

v
L
4
1
 

午
四
・
一
九
月
じ
開
担
、
一
れ

ヘ
、~
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月
二
H
U
に

オ
7

ス
ト
リ
ア
、

J

H

コ
ス
タ
リ
り
刀
、
ヂ
ン
マ
7

ク

パ
チ
ガ
ン

ヱ
ジ
ワ
ト
、
イ
J

ド
ネ
ン
ア
、

ア
イ
ル
ラ
〆
ド
、

マ
レ
、
〉

γ

）

7
7
ン
ラ
ン
ド
、
ブ
イ
ン

7
1
1
7

、
ノ
ル
ワ
寸
、

同
ア
ブ
l
r
カ

ス

pq
ス
の
一
六

ブ
ハ
汁
ピ
シ
、

メ
ヰ
ン
ゴ

力
国
に
よ
る
「
ヤ
中
結
の
人
道
的
次
一
元
に
却
す
る
共
日
戸
川
L

か
ス

f
ス
に
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
た
J

そ
の
よ
要
七
J

山
一
円
は
以
F
J

の高一

り
で
あ
ふ
。

紘
一
江
誌
の
人
道
的
側
面
に
閣
す
る

思
し
宏
明
さ
れ

C
き
た

む
し
こ
の
よ
っ
な
共
器
が
、
意
川
出
日
中
川
て
あ
れ
問
先
円
で
あ
れ

内
山
JhM
刑
さ
れ
た
な
－
り
ば

甚
大
な
人
泣
い
り
彩
知
ー
は
不
可
決
て
あ

る
日
校
一
ハ
思
は
人
知
の
生
存
に
討
す
ゐ
品
開
成
と
な
る
政
域
的
能
川
一
を
も
っ
て
お
り
、

4
m
Mり
…
、
人
誌
に
対
す
ふ

れ

脅
威
も
存
在
し
続
け
る

「

H
J
h
u
重
平
町
長
な
こ
と
は
、

こ
か
一
J

の
兵
忍
が
い
？
な
る
状
況
に
お
い
て
も
伏
工
、
再
ひ
使
同
さ
れ
な
い
こ
と
JJ
あ
る

一
、
れ
を
侃
一
出

ト
ゾ
ム
つ
附
中

v
J
P
？
ぬ
i

ハ
仏
人
の
↓
ん
ヘ
戸
市
昭
壮
行
え
司
、
♂
た
も
の
を
き
め
、
効
｛
白
台
、
的
な
M
H
際
F
H
叩
刊
の
卜
で
の
、
牧
民
ぷ
の
へ
ヱ
歪

ノ

J
ース

1
、

。
！
〆
ri

！t

校L需のないIU：デii ~： :ijjけt

の I'!
為＇ ＂＂＇、ノJ 、
）； 小
を YiJ
強 7並
め的
なで
i,J ！脅
れ 仁ゴド

::r llj 
な法
らな
宮町

いを絶＇、何
一〉
〈〉

る

技
庁
ハ
容
の
な
い
泣
界
中
日
午
戒
す
る
f
め

↑9
パ
て
の
国
は
、

桜
丘
ハ
ヂ
げ
を
止
叶
J
n
日
仏
化
ー
ス

レ
ベ
ッ
カ
。
ン
ョ
ン
ソ
〆
は

ハ
カ
同
声
明
を
月
く
で
十
円
枇

ν

つ
つ
一
、
「
そ
こ
で
一
斉
わ
れ
て
い
る
こ
こ
を
好
む
好
ま
な
い
L

によか

カ
わ
ら
ず
、

λ
地
が
同
作
動
し
た
の
で
あ
り
、
｝
れ
ら
の
ア
ノ
ム
ア
J

7

お
E
び
こ
れ
ら
の
凶
家
グ
ル
ー
プ
は
い
松
江
（
訴
を
お
’

t
峨
論
の
ム
押
印
汁

み
を
可
制
す
る
重
山
友
な
品
近
y
u
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
し
L

十
八
令
は
泊
っ
て
い
る
L

しk
述
べ
て
い

同
年
の
一
作
述
捻
去
に
お
川
亡
、

去
ら
に
一
一
刊
カ
何
い
に
増
加
し
た
川
怖
の
長
同
声
U
勺
が
ス
イ
ス
干
一
1
d
り
つ
ザ
リ
一
げ
ら
れ

伐
一
半
綜
を
枝
子
比
（
慌
の
＃
人
道
引
の
明
日
か
ら
追
払
し
よ
う
J
J
q
ゐ
豹
き
は
最
近
心
も
の
で
あ
る
が
、

ド
際
社
会
に
お
い
て
広
〈
マ
ス
け

取人法羊JG2 (" 'Ell ISi日：2u1:;,i〕



待りリ寄稿

人
れ
コ
れ
乙

hd
阿
仁
活
ん
ず
い
る
c

特
に
一
九
ム
八
六
年
の
同
陀
川
法
裁
判
刈
の
討
中
的
意
込
が
改
め
、
言
及
さ
れ
、

そ
こ
明
、
の
法
的
分

に
L
て…口融ム山内
rMρ
川
刑
さ
れ
一
、
い
る
〉

伝
統
的
な
久
ハ
保
障
の
側
面
ー
か
ら
の
ア
プ
円
チ
と
は
た
き
：
崇
ふ
も
る
新
危
な

γ
ブ

け

11
手

L

山
て
、
今
伎
の
没
H
F
K

が
期
待
ご
主
る
も
の
で
あ
フ
叫

核
兵
犯
の
非
正
守
化

料
不
払
技
会
山
将
軍

h
k
E
m一九J
員
会
戸
I
C
N
N
3
）
報
告
全
日

,, 
、／

ハノノ
i
N
P
I
円
税
引
門
会
ぷ
に
広
げ
て
、

コ
コ
ー
L

F

f
〈
J
Jペ

一
一
月
に
抗
山
さ
れ
た
I
C
N
N
D
に
よ
る
郭
昨
需
寸
伐
の

ト十日
L
9
る
e

開
堺
の
政
策
渋
｛
疋
者
の
た
的
の
よ
へ
必
J

約
ア
シ
一
ン
ダ
ョ
は
、
核
軍
縮
と
レ
、
つ
可
要
課
也
h
h
u
f
h
A
す
ヰ
基
不
約
テ
1
7
の
一
つ

と
し
て
、
一
枚
民
器
の
非
工
当
化
」
か
政
調
し
と
お
り

も
し
政
々
が
枝
打
品
川
を
誌
小
限
に
〔

究
極
的
に
耐
明
日
記
し
た
L
？
と
与
え
る
な

、フ
p
d

そ
の
役
割
お
よ
び
有
川
刊
の

る
F

」

t
／
一
が
決
定
的
に
必
更
で
志
ゐ
J

す
な
わ
ち
、
付
開
じ
ハ
叫
が
中
心
的
な
利
一
略
的
が
恒

か
占
め
て
い
る
状
川
沿
ら
、

仲
代
巴
兵
器
的
役
剖
は
ま
二
J

／
、
沖
辺
的
で
£
ペ
り
、

さ
ら
に
ま
っ
た
く
不
必
必
で
あ
じ
ま
た
壬
ま
、
J

＼
と
ド
し
し

込
ら
れ
る
状
山
＼
J
一
、
技
庁
ハ
誌
の
刊
か
准
よ
円
な
訓
ト
当
化
を
達
成
す
る
と
二
い
あ
る
上
長
し
て
い
る
、

戦
己
主
パ
は

こ
の
プ
円
ヒ
一
λ

は
か
な
り
の
乾
川
で
す
で
に
詞
給
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
つ
コ
、
以
↓
？
の
一
J
m
w
勺
宍
に
言
及
｝
ご
し
る
つ

11' 

山
川
人
民
忠
は
故
主
遂
行
の
丁
段
r
ν

て
は
ほ
と
ん
u

あ
る
い
は
ま
一
J

た
く
告
所
作
が
な
い
二
と
が
、
ん
ー
で
は
ト
い
：
一
ス
け
人
れ
ん
れ

一
、
〉
O

｛

L
i
 

｛ヅl

μ
杓
庁
九
叩
却
の
保
守
行
に
で
は
な
い
が
、

将
兵
慌
の
現
実
の
使
川
に
つ
い
F

、
は
強
力
な
わ
y
J
J

ー
が
什
在
し
て
川
る
ハ

す
な
わ
ち
年
↑
別

じ
不
均
衡
な
彼
慢
を
伴
、
2
1日
古
川
山
氏
川
～
対
し
ご
は
、
実
際
的
な
制
約
と
と
も
に
市
大
な
規
範
的
な
引
約
が
存
乱
し
て
い
る
ο

円、
οl 

非
正
当
化
の
基
盤

ιす
で
に
打
在
す
る
、
こ
れ
は
い
恥

um
か
ら
於
め
る
間
同
点
ナ
じ
は
な
ノ
＼
芯
去
数

1
4問
仁
ル
ベ
わ
れ
た
E
J
A
〆
タ

ir!:Uにぷ学｝位 l日321) I "Io 〆.Zill:l. : .I 
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ム
Jt
凶
復
す
る
同
時
坦
ず
あ
る
r

ギ
お
よ
4
内

1
砂
言
斗
ー
で

斗
ヨ
ナ
リ
干

Eji
－

校
止
ハ
詐
一
今
見

γ
，u
杭
け
る
た
め
の
抑
止
に
志
づ
く
以
下
の
ギ
A

抗
争
批
判
的
に

H
検
討
し
一
、
い
る
J

(1: 

山
門
人
民
忠
は
、
人
目
問
の
一
一
与
を
抑
止
し
え

L
、川州
d
u
料
け
る
て
あ
ろ
っ
、

＇＂、

川川い兵午、山は

い
カ
な
る
γ
八
伝
法
泊
所
E
八
凶
川
ト
よ
人
匂
変
撃
を
も
抑
止
す
る
で
あ
一
？
っ
ο

',] • 

一AW
A

庁
、
同
立
ゐ
I
O

A
1
4
p
b
 
U

か
な
る
化
寸
戸
川
八
お
ま
た
は
咋
物
一
兵
器
に
J
る
攻
撃
を
も
の
け
宇
る
で
あ
ろ
う
U

"I 

絞
一
元
器
は
、

7
H
リ
ス

t
に
よ
る
攻
撃
を
抑
け
ー
一
ヲ
る
で
あ
丹
、
っ
、

払
犬
紋
抑
止
は
、

同
県
匡
な
杵
保
証
す
る
と
め
い
必
要
じ
め
る
c

l勺l

核
軍
縮
へ
の
い
か
な
る
大
幅
な
到
き
も

半
叫
異
的
に
不
久
主
化
さ
せ
る
F

見山
1

い報
H
L

川
喜
ば
、
核
兵
川
存
在
保
持
し
続
け
る
以

F
の
よ
う
な
と
当
化
の
理
山
を
批
判
し
て
い
る
J

il) 

品
川
兵
忍
は
そ
の
知
識
ふ
取
り
除
け
な
い
の
一
じ
、

そ
引
を
廃
花
オ
る
こ
と
に
は
高
川
町
が
な
い
J

:2: 

牧
民
明
白
は
他
と
比
岐
て
き
た
い
泣
い
と
宇
＋
問
ノ
ふ
守
主
’
て
く
れ
る
ー

:31 

一
半
日
絹
は
核
不
脱
出
ー
を
や
一
段
予
い
も
の
に
忌
更
な
も
の
で
は
右
い
f

ii' 

核
武
幻
以
ヨ
討
の
池
の
安
一
主
作
防
協
力
今
川
市
止
す
る
も
の
で
は
な
い

ヘ
江
戸
什
ハ
出
は

1G ・ 

山
川
人
民
尽
の
長
南
は
沼
市
民
詩
E
り
も
バ
双
山
い

'G) 

派
兵
午
、
山
の
7
1
巾
摘
出
刈
成
は
み
4
判
的
知
訟
を
維
仔
寸
言
人
却
の
い
ぶ
ん
広
で
あ

こ
の
銀
行
着
は
七
六
の
委
民
会
勧
告
を
合
ん
一
一
ふ
る
が
、
合
体
的
な
単
結
戦
略
に
つ
い
て
は
、
勧

u

が
以

τ
の
J
う
に
川
市
疋
し
て

－

3
0
 

7
V
ブノ

七百
;[ 

心

苧

ま

で

）

h
u
」
ぴ
巾
川
町
内

／一

一一 ' 

hy」
十
ま
で
）

に
お
り
る
努
刀
は
、

校
バ
ハ
器
の
一
段
れ
な
非
正
当
化
に
集
中

取人法羊JG2 (J 'EJ) ISl7 12Ul:L 1〕
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キタ＼レセ一下山、
j

h

l

J

i

u

一八にドハノ

「

J

J

V

4

7

i

v

－
〈

J
L
V

（コ

五
キ
ま
を
じ
津
川
比
す

け、
f
J

れ
る
「
以
小
化
地
C

一
を
で
き
る
だ
け
ヰ
／
＼

M
H
一く
y
も

る
こ
と
い
荒
す
、
き
て
あ
る

''' 

f
iリ
i

υ
g
p
d
d
当
日
ふ
ア

C
C「
J

「
押
唄
以
で
の
店
出
汁

戸
預
竹
内
什
八
位
の
一
つ
話
以
一
同

介
在
さ
れ
る
ド
ク
ト
J
／
一
ず
ベ
ー
の
核
武
装
向
は
牧
民
尽
の
第
一

k
l川
山
市
仁
コ
ミ
y
卜
j
o
。

信
転
C
き
る
兵
力
恕
勢
叩
そ
の
ド
ク
ト
ン
を
4
2映
す
る
検
討
古
川
能
な
問
仙
と
桝
パ
ー
戒
能
勢
U

こ
の
よ
、
つ
に
、

円
本
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
欧
州
の
r
ニ
、
ン
ア
一
7
r
y
に
よ
る
I
C
N
N
D
荒川
U

声
は
、
専
門
家
グ
ル
1
7
に
よ

る
州
立
u
主
ー
で
め
り

C

C
今
日

F
1
叫
枚
汁
会
訟
を
J

引
く
青
山
散
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
同
様
の
以
ム
ロ
害
レ
ト
へ
き
く

民
な
る
川
川
田
は

の
非
正
当
化
に
一

ヤ
〕
れ
ら
の
措
置
は
校
一
ぷ
川
の
な
い
附
hwj

を
4
7ん

F
J

の位川
1
1
…を
ψ
I
て
に
し
る
こ
と
一
じ
あ
る

る
上
村
、
の
よ
木
本
的
な

hpJ阪
行
業
と
し
て
重
長
な
罰
値
を
令
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
、
ズ
ら
れ
る
つ

つ
ム

ン
L

I

ム
ズ
マ
テ
ィ
シ
小
拡
蚊
出
究
ー
体
犯
行
半
円

け

1
u
h
F
Z
r
h枚
討
ム
ゼ
誠
の
時
期
に
、
ジ
T

一
ム
ズ
・

7
v

テ
ィ
シ
小
拡
散
併
冗
所
は

バヨ
r

同
行
を
北
正
当
↓
に
1
P
Q

izり十
人
中
山
一
件
の
検
J
一
と
認
す
る
以
古
川
計
を
認
川
し
九
J

非
正
当
化
と
は
、
何
粧
の
剥
与
の
7
口
仕
ス
で
あ
川
、

正
当
性
、
名
古
戸
、
持

成
へ
の
あ
ら
ゆ
る
子
張
手
減
少
さ
せ
岐
攻
守
る
F

了
こ
と
だ
ム
寓
さ
れ
て
い
る

同刊行＋÷円は、

川
い
兵
慌
を
非
正
J
H
j

化
す
る
こ
と
は
、
山
川
円
五
、
担
加
の
己
記
店
会
一
功
止
し
、
枯
代
九
単
純
を
達
成
す
る
た
め
に
本
本
坊
に
重
安
な
二

と
で
あ
る
巳

1
H当
化
は
核
抑
止
品
市
の
前
い
む
に
止
ま
る
も
の
じ
あ
り
、
核
抑
ιl
主
え
持
す
る
証
也
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
ミ
L

て
川

る
n

世
人
街
に
は
、

核
兵
器
は
今
日
待
日
有
益
で
あ
ゐ
わ
J
I
P
は
な
い

L
、
包
仇
山
一
ア
口
什
ズ
ム
や
貯
叫
さ
れ
た
占
い
校
一
丈
怒
と
い
う

一忠一

形
で
の
以
，
削
か
ム
の
伝
倹
が
増
大
し
て
い
る
」
と
の
基
本
的
認
夜
古
川
L
て
い
る

ir!:Uにぷ学｝位 l日32♂1 I "18〆.ZilJ:l. : .I 



さ
ま
さ
ま
な
刈
究
成
長
の
一
っ
こ
し
て
、
枝
き
書
は
、
｛
仏
匂
お
よ
び
丘
町
へ
の
原
爆
投
卜
が
よ
J
V
4

汁
戦
与
を
終
結
さ
J

セ
た
の
一
」
は
な

＼
む
｝
ろ
そ
れ
は
八
月
八
日
の
ソ
速
の
tf戦
て
あ
る
と
い
う
明
作
な
託
拠
が
あ
る
こ
と
を
強
制
J

ご
い
ふ
つ
ま
た
ー
川
抑
d
に
つ
い
て

（土

一
政
的
な
い
宿
念
に
ィ
1
1
1

工
＼
傾
百
八
誌
が
冷
戦
中
の
「
千
円
刊
を
維
持
し
た
い
一
い
う
証
拠
は
ま
っ
た
く
な
い

ν
、
岐
抑
止
が
殆

h
L

働
く
べ
き
だ
と
考
え
し
つ
れ
る
伏
況
に
お
い
て
、
片
山
バ
カ
威
嚇
い
か
通
常

R
5や
バ
寸
物
・
化
学
兵
器
に
E
る
攻
A
F
J
宇
治

H
し
な
い
と
い
う
刈
時

な
祉
拠
が
あ
ハ
リ
、

ま
た
訪
日
只
器
を
保
有
し
て
も
そ
れ
は
七
日
利
な
子
殺
と
は
ほ
と
ん
ど
な
ら
な
い
し
、

絞
兵
器
は
そ
の
祈
右
指
に
…
β
ド
ト

お
い
て
決
定
的
な
軍
事
的
優
位
を

7
え
る
こ
と
が
で
さ
な
か
J
J

た
と
い
う
疑
い
の
な
い
正
憎
が
あ
る
と
抗
べ
て
い

さ
ら
に
諸
山
苦
心
、
ー
校
一
元
旦
百
は
、
寸
人
道
的
で
あ
り
、
証
で
h

別
で
あ
り
、
一
一
以
コ
じ
さ
L

ノ
ホ
い
山
を
斗
：
ん
る
も
心

F
Jめ
る
の
じ
、
戦
争

山
一
げ
（
中
日
と
し
て
は
判
、
片
山
本
来
的
な

ι当
性
を
持
た
な
い
も
の
ぺ
｛
あ
る
校
六
山
市
が
似
右
す
る
ね
J
H
のい

L
1仕
は
、
冷
戦
の
心
山
内
ゲ
l

ム
を
J

山
首
し
仁
牧
兵
終
に
与
え
ら
れ
と
き
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
時
代
は
す
で
に
沿
ぎ
ょ
っ
た
っ
品
い
中
河
川
作
山
は
、

日

ν性
化
の
努
刀
で
あ

ろ
う
か
ら
、
持

ι仁
よ
る
威
嚇
の
日
渡
性
に
彰
響
を
I
J
え
る
だ
ろ
う
r
j
、
核
兵
掃
の
使
川
お
よ
び
伎
町
の
成
嚇
の
而
誌
の
非
道
叙
位
本
一

再
ん
入
山
叫
す
一
r
仙の

め
る
で
あ
ろ
う
」
と
必
べ
て
い
る

技
い
半
紡
を
達
成
す
ゐ
え
め
に
は
、

村
山
斤
ハ
岱
の
司
王
立
化
合
成
功
さ
せ
る
た
め
の

引
刷
り
込
む
こ
と
が
最
も
ェ
要
な
出
の
似
素

校L需のないIU：デii ~： :ijjけt

で
あ
り
、
叶
際
的
な
十
人
取
お
よ
び
政
治
的
支
計
，
を
動
員
L
そ
れ
キ
軍
縮
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
神
村
山
汗
す
る
こ
と
は
、
時
、
兵
器
の
な
い
世
界

に
向
け
て
の
送
前
の
退
出
の
た
め
の
、
た
ぶ
ん
最
も
基
p
パ
リ
凡
な
山
花
条
件
ご
あ
ろ
う
、
と
川
相
上
斗
～
弁
一
は
述
べ

t
い

こ
の
誠
九
音
は

内
的
中
に
ん
い
二
州
場
C
配
布
九
一
れ
、
九
百
読
の
サ
イ
ド
ィ
ベ
、
ノ
ト
と
し
と
ず
い
州
が
ノ
小

つ
つ
1
k
p
r

わ
れ
た
。
こ
の
報
古
書
は
核
兵
器
の
非

H
当
化
の
中
心
市
け
で
あ
る
杉
約

U
の
非
日
当
化
に
＃
…
占
を
当
一
し
て
お
り

殺
打
ハ
誌
が
山
止
の

子
段
と
し
て
役
に
げ
つ
て
こ
士
か
つ
れ
f

し
、
川
河
に
な
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
抗
調
1
て
い
る
コ

き
た
い
、

h
F
出
山
中
結
・
平
有
火
全
保
一
昨
N
G
G
ー
を
い
は
ム
万
円
会
合
と

L
亡、

一
一
月
に
開
催
さ
れ
た

枚
売
怨
を
J

引
け

f、
、、 J

λt 
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ト

J
一回

J
ヲ
p
h
U

1
↑
，
 

ど
い
、
つ
パ
永
ル
・
～
ア
イ
マ
〈
カ
ゾ
ン
司
、
〆
に
お
い
て

立

F
パ
；
ア
う
二
位
、
戸
、

f〆U
）

：

〈

：

i
l
、J
J

「

1

ラ
ン
デ
ィ
・
ヲ
「
デ
ル
は

校
斤
ハ
誌
の
人
［
て
の
ハ
仙
は
川
川
、
ー
の
一
一
つ
の
一
層
の
装
一
殺
に
一
九
え
つ
か
っ
て
い
る
っ
第
々
の
い
唱
は
「
引
説
一
と
呼
べ
る
も
引
で
、

浜、

ι斗
l
供

t
j
l
 

物
川
丹
州
出
お

E
び
政
治
内
一
利
益
お
よ
び
時
正
八
甲
山
削
の
木
久
化
に
列

fL7｝
も
コ
人
々
を
代
去
す
る
叫
明
度
的
支
行
主
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

第

の

屑

は

ア

ノ
i
デ
J

ア

と
あ
り
、
核
兵
器
に
つ
い
て
の
思
長
】
を
形
成
す
る
ア
イ
ア
ノ
マ
の
h

り
と
あ
一
ゐ
校
R
m
Eを
ね
米
的
に

年
棄
す
る
h
J
め
の
処
方
ま
は
、
絞
戸
川
八
誌
を
支
え
て
い
る
こ
れ
ら
の
制
ー
岐
点
ア
J

4

／
ア
の
す
べ
て
を
長
味
す
る
こ
の
よ
部
構
売
を
掠

案
J
9

白
川
什
叫
が
あ
る
P

一
と
走
者
？
叫
し
て
い
る
U

こ
れ
ら
の
牧
止
（
慌
の
非
正
主
化
に
民
J
q
る
設
議
以

核
兵
器
の
も
つ

5
ま
さ
ま
な
切
刊
を
八
パ
む
も
の
で
あ
る
が

士
、
ノ
い
い
、
三
て
烹

J

l

r

u

l

J一

i

f

兵
器
の
実
療
の
や
、
は
軍
事
前
に
も
政
治
的
に
も
役
与
た
な
い
も
の
で
あ
る
と
上
張
、
ず
る
も
の
で
あ
り
、
校
二
九
烈
の
制
値
の
お
存
在
斗
ゴ

指
す
も
の
ご
品
る

こ
れ
ム
の
議
人
判
は
い
刊
兵
器
階
殺
に
向
け
て
の
軍
事
的
、
政
治
的
、
村
会
的
な
法
設
の
昨
出
仁
き
わ
め
て
古
川
前
な
一
読

人情点、
L
λ
υ
y
j
d

？一一
V

才、ァ、つ
L

L

P

訂
一

l

J

d

I

L

J

b

j

；
四

核
開
札
絶
へ
の
伯
来
的
ア
プ
ロ
ー
チ

時
山
手
絡
に
同
す
る
’
弘
統
的
な
訴
論
、
父
捗
お
よ
び
そ
の
成
巣
は
、
京
口
湖
の
戦
時
日
ハ
怨
削
減
交
沙
に
一
ハ
パ
己
れ
る
よ
う
じ
、
「
ス
ア
プ

ブ
・
パ
イ
・
ス
一
フ
ソ

7
e
ア
ゾ
ロ

l
ザ

で
あ
勺
に
そ
れ
い
反
〕
て
、
本
拾
で
桁
介
さ
れ
て
い
る
最
況
の
一
話
人
市
で
主
張
さ
れ
て
い
る

の
は
、
そ
れ
レ
一
は
ま
っ
た
く
誌
を
る
「
包
括
均
ア
ア
ロ
チ

ご
あ
る
J

核
兵
器
系
什
条
約
は
、
す
べ
二
の
校
兵
器
河
連
日
前
却
の
を
決
H

ー
ベ
亡
の
校
長
山
市
の
辰
ハ
相
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
U

私
一
丈
誌
の

ht絶
は
刊
V
F
吋
ド
実
施
円
能
ん
千
も
の
と
は
な
く
、
そ
れ
は
い
く
つ

一
刀
の
段
浩
一
に
わ
た
っ
て
い
吋
問
を
か
け
て
安
い
泊
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
G

し
か
し
そ
れ
は
、
校
交
…
泊
へ
の
コ
ミ
γ

ーメ
J

、l
b
な
士
、
発

絶
の
た
め
の
時
川
川
町
枠
制
み
も
な
い
伝
続
前
な
ス
テ
ソ
ブ
・
パ
J

－
ス
テ
ゾ
ア
ブ
口

1
千
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
＝

ir!:Uにぷ学｝位 l日328) I＂日〆 Zill.l. : .I 



d
l
兵
器
全
ム
条
約
に
悶

L
、は、

プ
ゲ
の
そ
一
2
2

ル
条
約
あ
る
い
は
柊

R
Z隔
絶
プ
口
代
ス
の
汗
温
み
は
N
G
O
あ
る
い
は
非
川
間
前
同

に↑

rソ
操
業
ι
こ
れ
、

す
で
」
存

t
J
て
い
る
が
、

近
い
将
来
い
政
府
ほ
の
父

核
兵
器
司
が
咲
円
ハ
お
林

n
d九
日
、
札
刊
に
反
討
ェ
ー
、
い
る
ル
め
、

械
が
開
始
き
れ
る
の
は
き
わ
め
て
川
幹
ご
あ
ろ
へ
と
き
え
ら
れ
る
J

し
か

L
、
校
長
器
の
な
い
サ
界
に
川
け
て
の
ブ
円
セ
ス
の
最
終
段

日
、
お
よ
び
ぞ
二

γ
い
た
る

γ
U
セ
ス
を
叫
昨
仁
示
し
て
い
ふ
牧
民
巾
良
川

H
条
約
会
考
え
議
ぬ
す
る
こ
と
は
、

必
要
ご
あ
り
か
つ
有
話

でふめヲ一。

な
ら
、
そ
れ
ら
の

な
ぜ
そ
れ
は
ど
直
訴
一
V
あ

に
い
堅
つ
い
亡
、
条
約
の
父
ル
お

t
び
条
約
の
が
阿
村
山
い
μ

る
こ
t
L
M
r
、

る
の
か
を
与
え
、
以
ー
の
よ
つ
な
明
起
を
談
話
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
九
一

γあ
る
の
ど
の
よ
う
な
常
備
が
臣
官
瓦
な
の
か
η

と
の
」
つ
な

前
税
条
件
げ
が
必
裂
な
の
か

と
の
よ
う
な
何
峰
村
会
情
抗
的
変
形
が
必
裂
な
の
か
上
の
上
、
つ
な
信
頼
階
一
肌
措
置
が
必
要
な
め
か
し

こ

tpつ
の
新
町
砲
を
議
諮
l
、
ぞ
れ
ふ
の
解
答
を
見
出
す
こ
と
が
必
県

P
ぬ
る
つ
こ
の
こ
と
は
、
校
一
円
引
小
禁
ぺ
げ
に
す
で
ゼ
作
成
す
？
ゐ
た

ぬ
の
え
わ
め
て
重
要
な
ブ
口
て
ス
で
あ
る
条
約
N
U
T
T
ヘ
や
一
考
え
作
成
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る

我
々
は

伐
兵
器
の
な
い
世
界

へ
の
道
程

る
さ
ま
M
P
ま
な
併
存
均
を
取
ゎ
除
く
F

）
し
y

に
よ
J

て
、
ど
の
よ
っ
仁
し
て
核
兵
忍
禁

ι集
約
手
一
成
功
去
に
交
法

ν

締
約
マ
き
る
か
を
検
一
ぽ

ν
な
け
れ
ば
な

Z
d
い｝

技
い
半
紡
の
人
泊
的
ア
ブ
？

J
P
は
村
山
斤
ハ
岱
の
司
人
道
的
作
貨
に
け
H

片
山
九
械
を
固
い
て
い
る
も
の
C
あ
り
、
最
近
ま
で
そ
れ
は
こ
誌
側
的
に

校L需のないIU：デii ~： :ijjけt

は
議
八
九
川
さ
わ
ゾ
、
こ
な
か
っ
た
側
山
か
ん
の
も
の
で
あ
る
J

ボ
ム
守
寸
際
伝
員
会
お
よ
び
一
人

f
ス
が
指
導
的
役
割
余
栄
た
」
て
き
た

際
人
員
一
訟
は

？
？
は
ま
と
基
p
八
的
に
は
ι
h
J
れF
F吋
に
お
け
る
特
定
丘
八
件
の
伎
町
川
あ
る
い
は
涜
山
用
心
刊
一
店
内
合
川
、
Mn
・
違
法
性
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
底
的
側
凶
に
巷
づ
く
最
近
の
議
A

ノ
叩
は
、
校
丸
山
内
J

川
山
市
の
違
法
性
の
み
な
ら
す
、
件
口
氏
器
に
よ
る
戒
駄

の
違
法
川
、
さ
ら
い
h

核
兵
器
の
叱
机
を
も
訴
え
る
も
の
と
な
〉
で
さ
て
お
り
、
人
J

で
は
ー
と
し
て
校
兵
器
経
絶
を
訴
X

Q
点
の
と
な
っ

と
れ
る
f

こ
れ
が
将
軍
い
止
の
八
度
的
ア
ァ
口

l
チ
で
あ
ゐ
。

平
係
管
制
叫
・
平
絞
父
停
4h
、
伝
統
恥
に
は
干
と
し
と
戦
時
前
当
時
ー
に
基
づ
い
て
尖
比
J

メ
れ
て
き
た
〈

の
み
な
ら
お
す
冷
ハ
代
4

況に
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待りリ寄稿

お
い
と
も
、
戦
時
培
、
一
九
鮮
に
関
す
る
交
外
の
士
九
人
る
〆
J

摂
は
、
次
凶
ハ
〆
一
ノ
迎
／
ロ
ン
マ
の
尚
の
戦
時
的
安
J
P犯
で
あ
っ
た
c

戦
時
枝
日
八

器
の
削
減
は
冷
戦
絞
に
羽
給
さ
れ
た
が
、
そ
一
一
て
も
i
安
な
同
心
は
戦
時
的
安
定
性
で
あ
っ
た
一

こ
う

P
7
三ー

：ν
一、
l
f
t
J人

削
減
が
，
？
れ
ほ
ど
よ

間
な
も
円
で
な
か
っ
た
－
ア
ζ

ス
フ
リ
ノ
フ
・
パ
ィ
・

3
ア
／
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
印
さ
れ
た
二
と
、
攻
略
絶
と
い
う
版
終
段
階
が
反

望
で
き
を
か
一
ノ
た
p

下
一
の
連
山
間
で
あ
ゐ
。

他
刀
、
入
退
前
ア
プ
ロ
ヰ
は
、
軍
情
任
理
ア
プ
ロ

l
ィ
ナ
し
に
は
完
全
に
4
？
な
り
、
非
人
道
性
に
た
凸
’
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。
を
の

長
引
枠
は
、
核
兵
郊
の
い
加
山
市
の
柿
県
は
蚊
滅
的
ど
あ
り
、
地
討
の
人
数
の

山
門
出
す
る
も
の

f
Zめ
ゐ
の
で
、
校
一
江
誌
は
九
州
M
と

九

a
仔
戸
川
じ
き
な
い
て
と
を
孜
前
し
て
い
る
＝
こ
の
こ
と
が
、
絞
ら
が
ス
一
フ
ノ
プ
・
パ
ノ
ス

T
，プ

γ
プ
U
！
？
に
よ
る
松
一
史
認
の
前

成
で
は
な
く
、
核
「
士
山
市
山
民
総
合
、
主
張
し
て
し
る
埋
山
で
あ
る
一
こ
の
種
の
考
え
は
、
校
－
r
ハ
沼
会
J
H
条
約
お
よ
び
伐
兵
器
廃
犯
の
基
盤

と
し
て
き
わ
め
て
有
益
で
あ
り
当
引
で
あ
ゐ
コ

校
長
揺
の
者
当
化
は
、
防
日
本
一
怖
に
向
け
て
の
ま
っ
た
く
新
い
ア
プ
ロ

i
J

で
あ
り
、
て
れ
は
似
兵
が
の
あ
九
ゆ
る
側
而
に
関
わ

る
も
の
で
ゐ
る
一
U

フて

ιは
、
仲
代
民
誌
の

ら
主
張
ー
そ
の
半
近
出
松
ハ
ネ
出
伊
川
的
日
間
i

…
か
ら
一
荻
ν

、
ま
た
託
事

的
ま
た
は
政
治
的
問
竹
か
ら
訪
問
民
誌
は
役
に
μ
た
な
い
し
l
u
m
γ
て
い
る
に
そ
ミ
に
は
、

M
Mベ
斤
八
路
刀
保
ふ
し
て
い
る
こ
じ
ー
ご
り
札
て
い

フ
一
正
主
判
、
何
位
、
役
割
、
ほ
威
し
め
2

引
い
は
名
声
な
と
を
伐
減
J

剥
和
ー
す
る
あ
ら
ゆ

ご、
J

U

L

d

 

局
、
斤
ヘ
川
台
の
司
H
当
化
が
な
J

う
る
長
も
重
け
す
な
げ
訟
は
、

国
家
の
νri
利
ζ
F
女
人
保
障
じ
対
す
る
核
兵
枠
内
有
山
MnJγ

支
持
す
る
伝
統

内
な
神
f
十引

Jγ
点
制
け
す
る
こ
と
と
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
広
弓
お
よ
び
長
崎
へ
の
町
爆
投
T

が
太
ギ
洋
一
一
争
会
終
わ
ら
せ
、
多
く
の
f

右い

ア
メ
リ
ガ
ズ
の
ム
円
寺
一
救
3

た
と
い
、
っ
神
め
は

戸
い
本
が
附
伏
し
た
主
た
る
理
山
は
絞
正
、
誌
の
投
ご
は
な
ノ
＼
ソ
速
の
対
じ
冬
山
刊
で
あ
ッ

た
と
い
う
山
町
山
↓
ん
に
よ
り
矯
正
送
れ
る
べ
六
一
て
あ
ろ
う
。
ま
た

通
常
丈
お
に
よ
る
収
町
了
仁
対
し
て
核
抑
リ
が
働
か
な
か
「
た
ー
ケ
ー
ス
が

L
く
つ
か
あ
る
て
と
も

E
更
で
あ
る
c
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さ
コ
に
、
殺
ほ
ハ
店
主
一
保
右
1

J

て
い
r
で
と
に
結
び
付
い
た
政
治
的
な
ア
戸
・
威
信
を
依
減
さ
司
、
政
h
除
く
こ
ニ
J

b

必
裂
で
あ
ろ
う
、

た
I
〆

え

は

寸
日
連
安
全
保
障
到
ポ
ム
百
円
常
打
忠
一
一
河
は
、
ム
ー
一
γ
は
N
P
T
L
4
リ
認
め
ら
れ
た
h
つ
の
枝
兵
博
司
ど
司
じ
い
4
っ
て
い

る
が
、

N
P
T
が
著
名
与
れ
た

（ム寸川一内」

が
川
巾
任
洲
市
引
川
崎
J

の
鳴
を
l
凶
め
て
い
た
の
で
あ
る
υ

こ
の

九
ハ
ヘ
刊
当
時
に
は
、

中
市
民
司

間
十
川
仁
川
核
兵
担
加
の
政
治
崎
似
佐
JLγ

低
減
さ
せ
る
と
め
」
は
、

じ
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
非
伶
什
〈
巾
前
回
け
か
ら
一
山
た
な
背
任
珂
事
川
門
を
選
山

す
る
こ

2
が
必
叫
で
あ
り
、
右
V

恰
じ
あ
る
だ
ろ
、
つ
れ

肢
は
え
器
の
な
い
世
界
を
達
成
す
る
h
f
め
日
は
、

泣
純
情
に
、

ま
た
実
ん
治
的
に
校
正
ハ
採
れ
r
ソ
え
て
い
る
と
信

市
予
見
に
、

ん川六
l
司
い
判
φ

、

I

｛：
i

i

 

じ
ら
れ
て
い
る
何
倍
一
千
役
専
を
法
減

L
、
取
り
除
い
と
い
く
こ
と
が
不
可
欠
に
あ
る
F

昨
日
兵
器
全
止
条
約
は
、

核
兵
器
の
な
い
品
川
県
に
山
げ
て
の
交
停
の
口
取
終
的
法
的
n

一
果
を
明
ら
か
じ
す
る
い
か
、

そ
の
忌
終
成
果
に
主
ふ

た
吟
の
丸
木
件
わ
摂
刊
誌
な
と
を
述
べ
と
い
る
も
の
で
は
な
い

人
泡
的
な
核
軍
縮
は
校
正
〈
認
の
な
し
刊
mn

ト
山
け
て
の
新
ん
な
次
「
ん
の
一
読

人
？
と
専
↓
人

υ
介
。
こ
れ
ば
校
兵
器
の
使
胤
の
遺
伝
じ
ま
た
は
成
滅
的
民
響
に
基
づ
く
防
判
長
器
廃
花
の
た
め
の
き
わ
め
て
強
か
な
議
論
で

レめヲハ三一

フて

ιは
核
兵
器
の
な
い
川
市
i

界
に
い
止
J

る
プ
ロ
セ
ス
ネ
£
ず

ν
も一
U
7
J
て
い
な
い
3

M

代
一
ト
ハ
が
の
非
正
当
化
の
議
論
は
、

－か｝〕、

j
h
ハリ、

ず
ー
い

政
和
的
、
道
徳
的
、
尖
際
的
側
凹
右
ど
あ
ら
ゆ
る
側
山
子
力
パ
？
し
一
、
お
り
、
こ
の
ぷ
論
は
、
沖
パ
共
存
村
山
一
て
ん
叫
ん
わ
d

お
〕
品
川
υ
人
辺

校L需のないIU：デii ~： :ijjけt

的
側
山
ー
か
ら
の

の
た
め
の
芯
時
と
1
J

て
有
益
で
あ
る
r

ひ
と
勺
の

γ
y
u
l
チ
に
お
け
る
進
展
は
泊
の
7
ゾ
U
i
チ
で
の
込
肢
を
定
次
し
強
化
す
る
で
あ
ブ
？
っ
〉

な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
独

υ
し
と
い
る
が

利
L
H

仏
h
h
調
係
に
あ
る
一
か
い
り
一
ぐ
あ
る

し
た
が
っ
て

二
れ
ら
今
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
M
問
時
に
枯

力
的
に
v

巴
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ゐ
U

そ
れ
ら
が
阿
尚
に
精
力
的
に
追
求
さ
れ
る
こ
と
ド
よ
れ
、

て
れ
ら
は
同
J

乗
り
山
効
果
を
点
つ
よ
、
っ
ト

な
り
、
絞
一
元
器
の
な
い
山
凶
作
山
一
FRけ
て
し
大
き
な
影
響
闘
を

7
ズ
ゐ
干
し
l
L
M
Y
亡
J
J
U

る
よ
、
つ
に
な
乙
じ
あ
ろ
、
つ
f
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